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農 業 委 員 会 だ よ り

よさのよさの

　

現
在
、農
業
従
事

者
の
高
齢
化
、或
い
は

担
い
手
不
足
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

当
地
域
で
も
、就
農

者
の
年
齢
構
成
を
考

え
れ
ば
リ
タ
イ
ア
す

る
農
業
者
が
急
増
し
、地
域
農
業
を
支
え

ら
れ
な
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。農
業
委
員

会
で
も
差
し
迫
っ
た
問
題
と
し
て
度
々
話

し
合
わ
れ
て
い
る
が
、有
効
な
手
立
て
は

中
々
見
え
て
こ
な
い
。そ
ん
な
折
、町
と
社

協
が
主
催
す
る
勉
強
会
に
出
席
す
る
機

会
を
得
た
。『
地
域
の「
わ
」を
拡
げ
る
勉

強
会
』と
銘
打
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
は
、今
後
急

速
に
進
展
す
る
高
齢
化
社
会
に
対
応
す

る
生
活
支
援
体
制
の
整
備
に
関
す
る
研

修
会
で
、高
齢
化
す
る
地
域
を
健
全
な
形

で
維
持
し
て
い
く
為
の
先
進
的
な
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、と
て
も
参
考
に

な
っ
た
勉
強
会
で
し
た
。

（
大
原　

貞
一
委
員
）

委
員
長
　
　
大
内
　
裕
揮

副
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成
毛
　
義
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一
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村
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紀
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★「インボイス（適格請求書）」とは・・売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税等
を伝えるものです。
★「インボイス制度」とは・・売手であるインボイス発行事業者は、買手である取引相手
（課税事業者）から求められたときは、インボイスを交付しなければなりません（また、交
付したインボイスを保管しておく必要があります）。
　買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則として、取引相手（売手）であるインボイ
ス発行事業者から交付を受けたインボイスの保存等が必要となります。

※インボイス発行事業者となるためには、原則、令和５年３月３１日までに登録申請が必要
専用ダイヤル　０１２０－２０５－５５３（無料）
受 付 時 間　９：００～１７：００（土日祝除く）

　農業者年金は３つの要件を満たせば、どなたでも加入することができます。
加入要件　①２０歳以上から６０歳未満の方　

（令和４年５月から６０歳以上６５歳未満で国民年金に任意加入している方までに
対象を拡大）

　　　　　②国民年金第１号被保険者（保険料免除者を除く）
　　　　　③年間６０日以上、農業に従事している方
保 険 料　月額２万円から６万７千円まで千円単位で選択することができます。
特　　徴　★少子高齢化時代に強い積立方式の確定拠出型年金です。
　　　　　★終身年金で、８０歳前にお亡くなりになった場合には、死亡一時金を遺族の方に
　　　　　　お支払いします。
　　　　　★公的年金ならではの税制上のメリットがあります。

農業者年金ＣＭ　ＱＲコード→

旭日単光章を受章・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

京都府農林水産業功労者表彰・若手農林業者表彰・・・・・・・・・・・・２

農業委員会農地パトロール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

与謝野町産ホップのビール工場建設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

「与謝・滝・金屋　命の里」秋の大感謝祭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

インボイス制度が開始・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

令和５年１０月インボイス制度が開始

農業者年金で老後の生活を安全サポート
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旭
日
単
光
章
を
受
章

　

令
和
４
年
11
月
24
日
に
京
都
府
公
館
で
開
催
さ
れ
た
令

和
４
年
秋
の
勲
章・褒
章
伝
達
式
で
西
川
誠
司
さ
ん（
滝
）が

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
川
さ
ん
は
、（
有
）誠
武
農
園
の
代
表
取
締
役
と
し
て
、

地
元
産
に
こ
だ
わ
っ
た
加
工
品
開
発
や
６
次
産
業
化
に
積

極
的
に
取
り
組
む
等
、営
農
規
模
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
、地

域
の
雇
用
創
出
や
町
が
推
進
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
自
然

循
環
農
業
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
、ま
た
、農
業
従
事
者
の
高

齢
化
が
進
む
中
、農
業
研
修
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

地
域
を
担
う
農
業
後
継
者
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
育
成

に
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、農
業
委
員
会
委
員
や
京
都
府
指
導
農
業
士
と

し
て
新
規
就
農
者
や
農
業
後
継
者
の
指
導・育
成
を
積
極

的
に
進
め
、地
域
農
業
の
活
性
化
や
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
（
株
）ロ
ー
カ
ル
フ
ラ
ッ
グ（
濱
田
祐
太
社
長
）（
岩
滝
）が
、与
謝
野

町
産
ホ
ッ
プ
を
使
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
工
場
を
建
設
さ

れ
ま
す
。場
所
は
与
謝
野
駅
前
に
あ
る
Ｊ
Ａ
施
設
の
跡
地
。公
共

交
通
の
利
便
性
等
を
活
か
し
て
多
く
の
方
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え

る
理
由
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。２
０
１
９
年
に
同
社
を
設
立
さ
れ
、

翌
年
に
は
町
内
産
の
ホ
ッ
プ
を
使
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル「
Ａ
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ｉ
」を
商
品
化
。製
造
は
他
県
に
あ
る
工
場
へ
委
託
し
て
き
ま
し

た
。会
社
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
、当
町
で
醸
造
工
場
を
建
設
し
て

販
売
で
き
れ
ば
と
の
思
い
を
描
か
れ
お
り
、金
融
機
関
か
ら
の
融
資

や
国
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
資
金
面
に
も
目
途
が
た

ち
、年
内
に
工
事
着
手
。来
年
の
夏
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
。商
品

化
し
て
い
る「
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
」に
加
え
て
、季
節
に
合
わ
せ
た
多
種
多

様
な
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
新
商
品
開
発
を
計
画
し
て
い
る
。濱
田
社

長
は「
観
光
客
の

方
が
与
謝
野
産

ビ
ー
ル
を
目
的
に

当
町
へ
足
を
運

ん
で
く
れ
て
、そ

れ
が
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
れ

ば
と
て
も
嬉
し

い
。
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

西川 誠司さん

戸田さん夫婦（左）　山本 夏江さん（右）

令和４年度京都府農林水産業功労者表彰・若手農林業者表彰
　11月26日に京都府総合見本市会館で京都府農林水産業
功労者・若手農林漁業者表彰の授与式が開催され、山本夏
江さん（滝）が農林水産業功労者表彰、戸田洋信さん・彩香
さん（三河内）が若手農林漁業者表彰を受賞されました。
　山本さんは、ご主人とともにパイプハウスを活用した九条ね
ぎの周年栽培を確立し、京野菜としての品質向上の発展等
に貢献され、また、丹後地域農業士会副会長として、次世代
のリーダー育成や地域農業の振興・農村の発展に貢献され
たことが評価されました。
　戸田さんは夫婦で、やりがいを得られる役割分担や就業環境を決めていく家族経営協定を締結し、
ビニールハウスを中心に施設園芸経営を展開されていて、今後は家族の水稲部門を加え複合経営を
計画されており、これらの取組が評価されました。
　皆様の今後のご活躍が期待されます。

与
謝
野
町
産
ホ
ッ
プ
の

　
　
　
　
　
　

ビ
ー
ル
工
場
建
設

農
業
委
員
会

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

11
月
21
・
22
日
と
農
業
委
員
会

委
員
に
よ
る
町
内
全
域
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。令
和
３

年
度
に
農
業
委
員
会
総
会
で
審
議

さ
れ
た
案
件
を
中
心
に
、工
事
の
進

捗
や
耕
作
の
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。委
員
も
真
剣
な
眼
差
し
で
現

場
を
見
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。農
地
を
守
っ
て
い

く
う
え
で
大
事
な
活
動
の一つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

パトロールの様子

濱
田
祐
太
さ
ん

地
鎮
祭
の
よ
う
す

「与謝・滝・金屋　命の里」秋の大感謝祭
　「与謝・滝・金屋　命の里」秋の大感謝祭が１１月１３
日、よさの野菜の駅で開催されました。これまでは、滝・金屋
農業振興会主催で開催をされていましたが、今回は与謝
農業振興会も加わり３年振りの開催となりました。感謝祭
は来賓の方々による千本搗きを皮切りに、宮津天橋高校
の吹奏楽部による発表、りんご皮むき競争や各種バンドに
よる余興やライブでステージは大いに盛り上がりました。
　会場には地元産の特産品や手打ちそば、焼きそば等
のお店が数多く出店され、イベントコーナーでは輪投げや
射的をたくさんの子どもたちが楽しんでいました。祭りの最後には新米やクラフトビール等豪華な賞品
が当たる大抽選会が行われ、お年寄りから親子連れまでが楽しく過ごされた一日となりました。

　全国農業新聞は、地域農業者の代表機関である農業委員会ネットワー
クが発行する農業専門紙です。１週間の農政の動きや、現場で役立つ栽
培技術・流通の情報、魅力的な農家の取り組みを幅広く伝え、担い手の皆
様の経営発展に役立つ新聞です。購読を希望される方は農業委員会へ
お問い合わせください。
　★発行日　毎週金曜日　　★購読料　月額７００円（税・送料込）

全国農業新聞を購読しませんか
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プ
の

　
　
　
　
　
　

ビ
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ル
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建
設

農
業
委
員
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農
地
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ト
ロ
ー
ル

11
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・
22
日
と
農
業
委
員
会

委
員
に
よ
る
町
内
全
域
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。令
和
３

年
度
に
農
業
委
員
会
総
会
で
審
議

さ
れ
た
案
件
を
中
心
に
、工
事
の
進

捗
や
耕
作
の
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。委
員
も
真
剣
な
眼
差
し
で
現

場
を
見
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。農
地
を
守
っ
て
い

く
う
え
で
大
事
な
活
動
の一つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

パトロールの様子

濱
田
祐
太
さ
ん

地
鎮
祭
の
よ
う
す

「与謝・滝・金屋　命の里」秋の大感謝祭
　「与謝・滝・金屋　命の里」秋の大感謝祭が１１月１３
日、よさの野菜の駅で開催されました。これまでは、滝・金屋
農業振興会主催で開催をされていましたが、今回は与謝
農業振興会も加わり３年振りの開催となりました。感謝祭
は来賓の方々による千本搗きを皮切りに、宮津天橋高校
の吹奏楽部による発表、りんご皮むき競争や各種バンドに
よる余興やライブでステージは大いに盛り上がりました。
　会場には地元産の特産品や手打ちそば、焼きそば等
のお店が数多く出店され、イベントコーナーでは輪投げや
射的をたくさんの子どもたちが楽しんでいました。祭りの最後には新米やクラフトビール等豪華な賞品
が当たる大抽選会が行われ、お年寄りから親子連れまでが楽しく過ごされた一日となりました。

　全国農業新聞は、地域農業者の代表機関である農業委員会ネットワー
クが発行する農業専門紙です。１週間の農政の動きや、現場で役立つ栽
培技術・流通の情報、魅力的な農家の取り組みを幅広く伝え、担い手の皆
様の経営発展に役立つ新聞です。購読を希望される方は農業委員会へ
お問い合わせください。
　★発行日　毎週金曜日　　★購読料　月額７００円（税・送料込）

全国農業新聞を購読しませんか
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農 業 委 員 会 だ よ り

よさのよさの

　

現
在
、農
業
従
事

者
の
高
齢
化
、或
い
は

担
い
手
不
足
が
急
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進
ん
で
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る
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当
地
域
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農

者
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齢
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え
れ
ば
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タ
イ
ア
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農
業
者
が
急
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、地
域
農
業
を
支
え

ら
れ
な
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。農
業
委
員

会
で
も
差
し
迫
っ
た
問
題
と
し
て
度
々
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し
合
わ
れ
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い
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立
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な
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、町
と
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主
催
す
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勉
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会
に
出
席
す
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地
域
の「
わ
」を
拡
げ
る
勉

強
会
』と
銘
打
っ
た
セ
ミ
ナ
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は
、今
後
急

速
に
進
展
す
る
高
齢
化
社
会
に
対
応
す

る
生
活
支
援
体
制
の
整
備
に
関
す
る
研

修
会
で
、高
齢
化
す
る
地
域
を
健
全
な
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で
維
持
し
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い
く
為
の
先
進
的
な
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、と
て
も
参
考
に

な
っ
た
勉
強
会
で
し
た
。
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★「インボイス（適格請求書）」とは・・売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税等
を伝えるものです。
★「インボイス制度」とは・・売手であるインボイス発行事業者は、買手である取引相手
（課税事業者）から求められたときは、インボイスを交付しなければなりません（また、交
付したインボイスを保管しておく必要があります）。
　買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則として、取引相手（売手）であるインボイ
ス発行事業者から交付を受けたインボイスの保存等が必要となります。

※インボイス発行事業者となるためには、原則、令和５年３月３１日までに登録申請が必要
専用ダイヤル　０１２０－２０５－５５３（無料）
受 付 時 間　９：００～１７：００（土日祝除く）

　農業者年金は３つの要件を満たせば、どなたでも加入することができます。
加入要件　①２０歳以上から６０歳未満の方　

（令和４年５月から６０歳以上６５歳未満で国民年金に任意加入している方までに
対象を拡大）

　　　　　②国民年金第１号被保険者（保険料免除者を除く）
　　　　　③年間６０日以上、農業に従事している方
保 険 料　月額２万円から６万７千円まで千円単位で選択することができます。
特　　徴　★少子高齢化時代に強い積立方式の確定拠出型年金です。
　　　　　★終身年金で、８０歳前にお亡くなりになった場合には、死亡一時金を遺族の方に
　　　　　　お支払いします。
　　　　　★公的年金ならではの税制上のメリットがあります。

農業者年金ＣＭ　ＱＲコード→
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農業委員会農地パトロール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
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令和５年１０月インボイス制度が開始

農業者年金で老後の生活を安全サポート


